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は
じ
め
に

　

夫
麁
言
軟
語
ミ
ナ
第
一
義
ニ
帰
シ
、
治
生
産
業
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
実
相
ニ
背
ズ
。
然
レ
バ
狂
言
綺
語
ノ
ア
ダ
ナ
ル
タ
ハ
ブ
レ
ヲ

縁
ト
シ
テ
、
仏
乗
ノ
妙
ナ
ル
道
ニ
入
シ
メ
、
世
間
浅
近
ノ
賎
キ
事
ヲ
譬
ト
シ
テ
、
勝
義
ノ
深
キ
理
ヲ
知
シ
メ
ン
ト
思
フ((

(

。

　
『
沙
石
集
』
の
冒
頭
に
お
い
て
無
住
（
一
二
二
六
～
一
三
一
二
）
は
、
麁
言
も
軟
語
も
究
極
の
真
理
に
帰
結
し
、
生
き
る
た
め
の
生

活
の
生
業
も
悉
く
真
実
の
姿
に
背
か
な
い
こ
と
を
示
す
。
狂
言
綺
語
の
戯
れ
を
縁
と
し
て
仏
乗
に
入
り
、
俗
世
間
の
賤
劣
な
事
柄
を
喩

え
と
し
な
が
ら
究
極
の
真
理
の
深
き
道
理
を
説
き
明
か
そ
う
と
し
て
お
り
、
和
歌
や
物
語
が
仏
道
修
行
の
助
縁
に
も
成
り
得
る
と
い
う

狂
言
綺
語
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
冒
頭
で
無
住
が
拠
り
所
と
し
た
「
治
生
産
業
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
実
相
ニ
背
ズ
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
柄

を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
治
生
産
業
」と「
実
相
」と
が
、そ
の
ま
ま「
即
」で
繋
が
れ
る
以
前
に
、狂
言
綺
語
観
に
お
け
る「
縁
」

の
よ
う
な
何
か
が
介
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

僧
と
財
と
の
あ
わ
い
―
無
住
の
著
作
を
手
が
か
り
と
し
て
―

髙
橋　

秀
城
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僧
侶
に
と
っ
て
の
「
治
生
産
業
」
に
は
、
日
々
の
衣
食
を
得
る
た
め
に
乞
食
を
し
な
が
ら
諸
国
を
巡
り
歩
く
こ
と
や
、
寺
院
や
堂
塔

の
創
建
に
当
た
っ
て
金
品
を
得
る
た
め
の
勧
進
な
ど
の
行
為
も
含
ま
れ
よ
う
。
僧
侶
に
と
っ
て
俗
世
の
物
資
や
金
銭
を
獲
得
す
る
こ
と

が
、
仏
道
修
行
や
究
極
の
真
理
と
ど
こ
で
結
ば
れ
て
い
る
の
か
。
本
稿
で
は
、「
僧
」
と
「
財
」
と
の
あ
わ
い
に
注
目
し
、
特
に
無
住

の
著
作
を
中
心
と
し
な
が
ら
検
討
を
加
え
て
み
た
い((

(

。

一

　

無
住
の
著
作
を
見
る
前
に
、ま
ず
僧
侶
に
と
っ
て
の
「
財
」
に
対
す
る
意
識
を
探
っ
て
み
た
い
。
幼
童
の
教
訓
書
で
あ
る
『
実
語
教
』

は
、
次
の
一
節
で
始
ま
っ
て
い
る
（
訓
読
・
傍
線
、
筆
者
。
以
下
、
同
じ
）。

　
　

山
高
故
不
貴
。
以
有
樹
為
貴
。（
山
高
き
が
故
に
貴
か
ら
ず
、
樹
あ
る
を
以
て
貴
し
と
為
す
。）

　
　

人
肥
故
不
貴
。
以
有
智
為
貴
。(

人
肥
え
た
る
が
故
に
貴
か
ら
ず
、
智
有
る
を
以
て
貴
し
と
為
す
。）

　
　

富
是
一
生
財
。
身
滅
即
共
滅
。（
富
は
是
一
生
の
財
、
身
滅
す
れ
ば
即
ち
共
に
滅
す
。）

　
　

智
是
萬
代
財
。
命
終
即
隨
行
。（
智
は
是
萬
代
の
財
、
命
終
は
れ
ば
即
ち
随
つ
て
行
く
。）((

(

　

高
く
聳
え
る
山
々
は
美
し
く
、
生
活
の
豊
か
な
人
間
は
立
派
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
れ
は
一
面
的
で
あ
っ
て
、
そ
の
山
に
神
聖
な
樹

木
が
生
い
茂
り
、
人
間
に
豊
か
な
智
恵
が
備
わ
っ
て
い
て
こ
そ
、
真
に
崇
め
重
ん
ず
べ
き
存
在
と
な
る
。
物
事
の
価
値
を
、
程
度
に
よ

っ
て
の
み
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
本
質
を
熟
視
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
き
明
か
す
。
さ
ら
に
「
富
」（
財
宝
）
は 

身
体
と
と
も
に

滅
び
行
く
の
に
対
し
、「
智
」（
智
恵
）
は
命
終
の
後
も
随
い
行
く
と
続
く
。
今
生
に
お
け
る
「
富
」
と
は
、
例
え
ば
、『
大
集
経
』
の

偈
頌
に
「
妻
子
珍
寶
及
王
位　

臨
命
終
時
無
隨
者　

唯
戒
及
施
不
放
逸　

今
世
後
世
為
伴
侶
」((

(

と
あ
る
よ
う
に
、
妻
子
や
珍
し
い
宝
、
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王
位
な
ど
、
現
世
で
価
値
が
あ
る
と
さ
れ
る
「
財
」
を
指
す
だ
ろ
う
。『
大
集
経
』
で
は
「
戒
律
」
と
「
布
施
」
を
伴
侶
と
す
べ
き
こ

と
を
説
く
が
、『
実
語
教
』
で
は
「
財
」
と
い
う
言
葉
を
「
一
生
の
財
」
と
「
萬
代
の
財
」
と
に
区
別
し
、
物
質
的
な
も
の
（
財
宝
・

肉
体
）
の
奧
に
備
わ
る
本
質
（
智
恵
・
心
）
を
蓄
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
諭
し
て
い
る
。

　
『
実
語
教
』
に
は
そ
の
他
の
箇
所
に
も
、「
倉
内
財
有
朽
。
身
内
才
無
朽
。」（
倉
の
内
の
財
は
朽
つ
る
こ
と
有
り
。
身
の
内
の
才
は
朽

つ
る
こ
と
無
し
。）、「
財
物
永
不
存
。
才
智
為
財
物
。」（
財
物
永
く
存
せ
ず
。
才
智
を
財
物
と
為
す
。）、「
雖
入
富
貴
家
。
為
無
財
人
者
。

猶
如
霜
下
花
。
雖
出
貧
賤
門
。
為
有
智
人
者
。
宛
如
泥
中
蓮
。」（
富
貴
の
家
に
入
る
と
い
へ
ど
も
、
財
無
き
人
と
為
ら
ば
、
な
ほ
霜
下

の
花
の
ご
と
く
、貧
賤
の
門
よ
り
出
づ
と
い
へ
ど
も
、智
有
る
人
と
為
ら
ば
、あ
た
か
も
泥
中
の
蓮
の
ご
と
し
。）と
見
え
る
。
外
面
の「
財

宝
」
と
内
面
の
「
才
智
」
と
を
比
べ
合
わ
せ
な
が
ら
、
繰
り
返
し
学
問
習
得
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
教
訓
は
、『
実
語
教
』
と
同
様
に
幼
童
誘
引
の
性
格
を
持
つ
『
童
子
教
』
に
お
い
て
も
、

　
　

綾
羅
錦
繍
者
。
全
非
冥
途
貯
。（
綾
羅
錦
繍
は
、
全
く
冥
途
の
貯
へ
に
非
ず
）。

　
　

黄
金
珠
玉
者
。
只
一
世
財
宝
。（
黄
金
珠
玉
は
、
只
一
世
の
財
宝
）。

　
　

栄
花
栄
耀
者
。
更
非
仏
道
資
。（
栄
花
栄
耀
は
、
更
に
仏
道
の
資
（
た
す
）
け
に
非
ず
）。((

(

と
あ
る
よ
う
に
、
金
銀
財
宝
は
今
生
で
の
み
の
蓄
え
で
あ
り
、
名
声
地
位
は
仏
道
の
資
け
と
な
ら
な
い
こ
と
が
語
ら
れ
、
さ
ら
に
は
後

半
で
は
、

　
　

布
施
菩
提
粮
。
人
最
不
惜
財
。（
布
施
は
菩
提
の
粮
、
人
最
も
財
を
惜
し
ま
ざ
れ
。）

　
　

財
宝
菩
提
障
。
若
人
貧
窮
身
。（
財
宝
は
菩
提
の
障
り
、
若
し
人
貧
窮
の
身
に
て
、）

　
　

可
布
施
無
財
。
見
他
布
施
時
。（
布
施
す
べ
き
財
無
く
、
他
の
布
施
を
見
る
時
、）

　
　

可
生
随
喜
心
。（
随
喜
の
心
を
生
ず
べ
し
。）



蓮花寺佛教研究所紀要　第三号　総合研究

4

と
し
て
、
財
宝
は
煩
悩
を
断
ち
切
り
悟
る
た
め
の
妨
げ
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
惜
し
む
こ
と
な
く
布
施
を
行
う
こ
と
が
説
か
れ
る
。

　

こ
の
『
実
語
教
』『
童
子
教
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）、
五
大
院
安
然
（
八
四
一
～
八
八
九
～
）
の
作

に
仮
託
さ
れ
る
が
定
か
で
は
な
い
。『
実
語
教
』
は
平
安
時
代
末
期
に
は
成
立
し
、
長
門
本
や
延
慶
本
『
平
家
物
語
』、
無
住
『
雑
談
集
』

等
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
鎌
倉
時
代
に
は
流
布
し
て
い
た
と
言
わ
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
は
寺
子
屋
の
教
科
書
と
し
て
使
用
さ

れ
る
な
ど
、
子
供
た
ち
の
教
育
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
寺
院
内
で
の
僧
侶
教
育
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
室
町
時
代
末
期
の
史
料
に
は
、
真
言
僧
侶
が
必
ず
学
ぶ
べ
き

典
籍
と
し
て
以
下
の
典
籍
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

心
経　

錫
杖　

観
音
経　

寿
量
品　

提
婆
品　

阿
弥
陀
経　

舎
利
礼　

実
語
教　

童
子
教　

朗
詠
上
下　

論
語
十
巻　

孝
経　

琵
琶
引　

長
恨
歌　

大
学　

庭
訓　

御
式
條　

釈
氏
往
来　

秘
鍵　

即
身
義　

菩
提
心
論　

声
字
義　

吽
字
義　

三
教
指
帰
三
巻　

宝
鑰
三
巻　

要
文
三
帖　

二
教
論
上
下　

字
記
一
巻　

付
法
伝
二
巻　

金
剛
頂
開
題　

新
札　

遊
覚　

十
二
月
往
来　

新
猿
楽
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』）((

(

　

こ
こ
に
は
、「
幼
童
令
読
分
」
と
し
て
真
言
僧
侶
が
出
家
以
前
の
十
五
歳
の
春
ま
で
に
学
ぶ
べ
き
典
籍
と
し
て
、『
般
若
心
経
』
な
ど

の
経
典
類
や
、『
論
語
』
な
ど
の
中
国
典
籍
、『
庭
訓
往
来
』
な
ど
の
往
来
物
、『
般
若
心
経
秘
鍵
』
と
い
っ
た
空
海
の
著
作
な
ど
と
と

も
に
『
実
語
教
』『
童
子
教
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
法
要
に
お
い
て
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
経
典
や
、
真
言
教
学
必
読
の
書
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
幼
童
た
ち
は
こ
れ
ら
の
典
籍
を
暗
誦
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。『
実
語
教
』『
童
子
教
』
の
教
え
も
僧
侶
の
基

礎
知
識
と
し
て
日
々
学
ん
で
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

さ
て
、『
実
語
教
』
に
言
う
「
一
生
の
財
」
と
「
萬
代
の
財
」
は
、そ
の
ま
ま
「
世
財
」
と
「
聖
財
」
と
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

物
質
と
し
て
の
財
宝
は
現
世
の
み
の
仮
初
め
の
所
有
物
で
あ
り
、
日
々
の
修
学
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
才
智
は
来
世
に
つ
な
が
る
真
の
宝
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と
な
る
。
本
稿
で
は
「
財
」
に
着
目
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
現
世
に
お
け
る
無
常
や
因
果
の
理
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
い

る
。
煩
悩
・
欲
望
を
生
ず
る
「
世
財
」
は
「
布
施
」
に
よ
っ
て
喜
捨
し
、
来
世
の
悟
り
に
向
か
っ
て
「
聖
財
」
を
友
と
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

二

　

八
宗
兼
学
の
僧
侶
と
し
て
知
ら
れ
る
無
住
に
は
、『
沙
石
集
』『
雑
談
集
』『
聖
財
集
』
な
ど
の
著
作
が
残
さ
れ
て
い
る
。
無
住
の
「
財
」

に
注
目
す
れ
ば
、『
聖
財
集
』
に
お
い
て
「
信
」「
戒
」「
慚
」「
愧
」「
多
聞
」「
智
恵
」「
捨
離
」
の
七
聖
財
を
論
じ
、
ま
た
『
雑
談
集
』

に
は
、
前
節
で
見
た
『
実
語
教
』
も
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
無
住
の
「
財
」
意
識
に
は
『
実
語
教
』『
童
子
教
』
に
見
ら
れ
た
よ

う
な
教
え
が
根
底
に
流
れ
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
『
雑
談
集
』
に
お
い
て
、
自
ら
の
生
涯
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

・
愚
老
貧
家
ノ
因
縁
、
自
然
ニ
入C

リ
遁
世
門

B
ニ
及

C

ブ
五
十
年

B

ニ
。
如
説
修
行
、
有

A

ル
モ
志
無

A

シ
力
。
見
性
悟
道
、
亦
其
ノ
分

空
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
久
大
乗
ノ
聖
教
ヲ
翫
デ
法
門
ノ
愛
楽
隔
生
ニ
モ
不

A

ル
可

A

カ
ラ
忘
ル
歟
。((

(

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
）

・
只
世
間
無
沙
汰
ニ
シ
テ
、貧
ナ
ル
因
縁
、自
然
ニ
遁
世
ノ
媒
タ
ル
ニ
ヤ
。
遁
世
ノ
門
ニ
入
テ
、随
分
律
ヲ
学
ビ
、又
止
観
等
学
シ
キ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
巻
五
）

　

自
ら
の
出
家
原
因
を
、「
貧
家
」「
貧
」
な
る
が
故
の
、
生
き
る
た
め
の
所
業
と
し
て
い
る
。
貧
し
い
こ
と
を
「
因
縁
」「
媒
」
と
し

て
出
家
し
、
戒
律
と
智
恵
の
志
に
よ
っ
て
今
ま
で
仏
道
を
修
め
て
き
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
境
遇
の
無
住
に
と
っ
て
、「
一
生
の
財
」（
世
財
）と「
萬
代
の
財
」（
聖
財
）と
は
如
何
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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例
え
ば
『
沙
石
集
』
と
『
妻
鏡
』
を
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、『
沙
石
集
』
に
は
「
財
（
ざ
い
・
た
か
ら
）」（
二
十
二
例
）、「
財
宝
」（
七

例
）、「
家
財
」（
五
例
）、「
資
財
」「
聖
財
」「
財
色
」（
各
三
例
）、「
世
財
」（
二
例
）、「
財
利
」「
財
産
」「
財
物
」（
各
一
例
）
と
い
う

よ
う
に
「
財
」
が
四
十
八
箇
所
に
表
れ
、『
妻
鏡
』
で
は
「
財
宝
」（
十
一
例
）、「
財
」（
四
例
）
と
あ
っ
て
十
五
箇
所
に
表
出
し
て
い
る
。

両
書
に
は
分
量
の
差
こ
そ
あ
る
も
の
の
、『
沙
石
集
』
に
は
「
財
」
と
い
う
言
葉
の
多
様
性
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、『
妻
鏡
』
は
「
財

宝
」
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
『
妻
鏡
』
の
「
財
」
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、

　

此
の
身
の
為
に
、
生
あ
る
物
の
命
を
断
て
舌
に
味
ひ
、
猥
し
く
財
宝
を
貪
て
衣
食
の
計
と
す
。
夫
財
宝
は
甘
毒
に
似
た
り
。

彼
に
酔
て
仏
道
を
不
修
行
。
現
世
の
甘
露
は
、
後
生
の
鉄
丸
と
成
と
云
へ
り
。
愚
哉
、
一
旦
の
仮
の
身
を
養
は
ん
が
為
に
、
曠

劫
多
生
の
身
心
を
亡
さ
ん
と
す
る
こ
と
を
。((

(

と
あ
る
よ
う
に
、
世
財
は
来
世
の
鉄
丸
で
あ
っ
て
、
今
生
に
お
け
る
財
宝
に
飢
渇
す
る
こ
と
の
愚
か
さ
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
別
の
箇

所
で
は
、「
財
宝
を
蓄
心
を
ば
積
聚
心
と
云
て
、
是
も
同
く
輪
廻
の
業
を
引
大
罪
也
。」
と
し
て
、
財
宝
を
貪
る
心
は
『
大
日
経
』
に
説

く
「
積
聚
心
」
の
煩
悩
、
輪
廻
の
業
と
な
る
大
罪
と
な
る
と
も
語
る
。『
妻
鏡
』
に
見
ら
れ
る
「
財
宝
」
の
ほ
と
ん
ど
は
、
今
生
で
の

財
宝
（
一
生
の
財
）
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
世
財
に
執
着
す
る
こ
と
の
愚
か
さ
か
ら
脱
し
、
仏
道
を
希
求
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

説
き
示
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
『
妻
鏡
』
の
「
財
」
の
用
例
の
中
で
、
次
の
一
文
は
特
に
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

智
者
の
財
宝
と
者
、
本
よ
り
諸
法
に
自
性
無
故
に
、
深
く
貪
著
す
る
心
無
け
れ
ど
も
、
無
縁
の
者
を
羽
含
み
、
仏
法
を
興
業
し
、

生
身
を
助
け
、
仏
身
を
祈
ん
為
に
、
仮
り
に
財
宝
を
貯
た
る
は
、
愚
人
の
を
ろ
か
な
る
眼
に
は
在
家
に
等
し
け
れ
ど
も
、
智
者

の
賢
き
心
に
は
化
他
利
益
と
成
て
、
一
切
皆
仏
事
に
非
る
事
な
し
。
或
は
制
し
或
は
免
ぬ
。
皆
是
れ
大
聖
の
方
便
也
。
凡
そ
賢
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愚
の
境
、
能
々
可
存
知
者
也
。

　

無
住
が
語
る
に
は
、同
じ
財
宝
で
あ
っ
て
も「
智
者
の
財
宝
」と
い
う
も
の
が
あ
る
と
言
う
。そ
れ
は
、１
、無
縁
の
衆
生
を
慈
し
み
、２
、

仏
法
を
興
業
し
、
３
、
生
身
の
身
体
を
助
け
、
４
、
仏
を
祈
る
た
め
に
仮
に
財
宝
を
蓄
え
る
こ
と
だ
と
す
る
。
こ
れ
は
「
智
者
の
賢
き

心
」
に
よ
っ
て
こ
そ
、全
て
の
物
事
が
「
仏
事
」（
教
化
）
と
な
る
「
大
聖
の
方
便
」
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、同
じ
行
為
で
あ
っ
て
も
「
愚

か
な
心
」
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
後
生
へ
の
大
罪
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
才
智
あ
る
者
が
仏
法
興
隆
の
た

め
に
集
め
た
財
宝
は
「
聖
財
」
と
な
り
、
財
宝
の
み
に
執
着
す
る
者
に
と
っ
て
は
「
世
財
」
と
な
る
。
物
質
と
し
て
の
「
財
」
は
、
取

り
扱
う
者
の
智
恵
の
有
無
に
よ
っ
て
、
甘
毒
と
も
な
り
妙
薬
と
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
　

三　

　

僧
侶
は
「
聖
財
」
を
友
と
し
な
が
ら
も
、
や
は
り
仏
道
修
行
を
行
う
た
め
に
は
、
そ
の
基
と
な
る
僧
衣
や
食
べ
物
、
住
居
な
ど
の
資

縁
（
布
施
）
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。「
布
施
」
に
は
、
僧
侶
か
ら
貧
困
者
へ
の
施
し
や
、
世
俗
の
人
々
か
ら
寺
院
・
僧
侶
へ
の
寄
進

な
ど
物
資
を
与
え
る
「
財
施
」、
僧
侶
が
民
衆
に
教
え
を
説
き
示
す
「
法
施
」、
そ
し
て
人
々
の
怖
れ
を
取
り
除
く
「
無
畏
施
」
の
〈
三

施
〉
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
三
宝
（
仏
・
法
・
僧
）
へ
の
布
施
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
僧
の
修
行
に
必
要
な
最
低
限
の
衣
食
住

の
他
、
仏
に
捧
げ
る
硯
や
念
珠
な
ど
の
身
近
な
物((

(

、
貴
族
か
ら
寺
院
へ
の
荘
園
の
寄
進
や
財
貨
な
ど
の
寄
付
な
ど
も
含
ま
れ
て
こ
よ
う
。

法
要
に
対
す
る
布
施
（
財
施
）
も
あ
り
、
僧
侶
は
説
法
（
法
施
）
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
衆
の
苦
し
み
を
取
り
去
る
こ
と
（
無
畏

施
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
『
沙
石
集
』
に
は
、
説
法
も
満
足
に
行
わ
ず
に
布
施
の
み
を
持
ち
去
る
と
い
う
僧
侶
の
話
が
見
え
る
。
例
え
ば
巻
六
「
説
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法
セ
ズ
シ
テ
布
施
取
タ
ル
事
」
に
は
、

　

△
鎌
倉
ニ
或
尼
公
、逆
修
シ
ケ
リ
。
説
経
ナ
ム
ド
モ
セ
ヌ
僧
ナ
レ
ド
モ
、モ
シ
希
望
ノ
心
モ
ア
リ
、色
代
ニ
請
用
セ
ヨ
ト
テ
、「
一

座
ノ
供
養
シ
給
ナ
ン
ヤ
」
ト
、
イ
ハ
セ
ケ
レ
バ
、
布
施
ノ
ホ
シ
サ
ニ
ヤ
、
無
左
右
領
状
シ
テ
ケ
リ
。

と
し
て
、
普
段
か
ら
説
教
を
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
布
施
の
欲
し
さ
に
法
要
を
承
諾
し
、
結
局
一
言
も
説
法
を
す
る
こ
と
な
く
布

施
だ
け
を
奪
い
取
っ
て
い
く
僧
侶
や
、

　

或
説
経
師
、俄
ニ
風
吹
テ
、折
紙
ヲ
柚
木
ノ
梢
ニ
吹
ア
ゲ
テ
ケ
レ
バ
、不
及
力
。
取
ニ
不
能
シ
テ
、「
委
事
ハ
、柚
木
ノ
ス
ヘ
ニ
候
」

ト
テ
、
ヲ
リ
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
猶
ヲ
ト
リ
テ
、
一
句
モ
不
申
シ
テ
布
施
取
リ
ケ
ル
心
、
人
ナ
ラ
ズ
コ
ソ
覚
レ
。

の
よ
う
に
、
自
ら
説
教
師
と
称
し
な
が
ら
も
、
風
に
吹
か
れ
て
梢
に
舞
い
上
が
っ
た
折
り
紙
（
手
控
え
）
を
気
に
も
と
め
ず
、
や
は
り

一
句
も
発
す
る
こ
と
な
く
布
施
だ
け
を
取
り
上
げ
る
僧
侶
な
ど
が
登
場
す
る
。『
沙
石
集
』
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
「
信
施
」
の
問

題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が(((

(

、
信
者
の
布
施
に
対
し
て
、
説
法
（
法
施
）
を
行
う
こ
と
な
く
、
施
物
（
財
施
）
の
み
を
受
け
取
っ
て
い
く

と
い
う
誑
惑
・
信
施
無
慚
の
僧
の
姿
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、こ
う
し
た「
世
財
」に
執
着
す
る
僧
侶
に
つ
い
て
、『
沙
石
集
』巻
六「
有
所
得
説
法
事
」で
は
、以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　

邪
命
説
法
ト
云
名
目
ハ
、
仏
蔵
経
ニ
出
タ
リ
。
有
所
得
ト
モ
イ
ヘ
リ
。
同
事
也
。
世
間
ノ
人
ハ
、
有
所
得
ト
云
ハ
、
布
施
ヲ

望
テ
ス
ル
説
法
ト
思
ヘ
リ
。
然
ニ
経
ノ
中
ニ
ハ
、
諸
法
実
相
ヲ
不
知
シ
テ
、
有
為
ノ
法
ヲ
説
テ
、
無
相
ノ
理
ヲ
不
説
ハ
、
邪
命

ノ
説
法
也
。
無
所
得
ノ
道
理
ヲ
不
説
故
ニ
、
有
所
得
ト
云
ヘ
リ
。
斯
ル
説
法
ハ
、
三
千
大
千
世
界
ノ
人
ノ
眼
ヲ
ク
ジ
〔
ル
〕
ヨ

リ
モ
罪
也
。
又
日
夜
ニ
十
悪
ヲ
造
ル
物
ヨ
リ
モ
重
キ
罪
也
。
十
悪
ヲ
造
ル
者
ヲ
バ
、
人
コ
レ
ヲ
師
ト
セ
ズ
。
其
身
共
隨
ト
云
ヘ

ド
モ
、
人
ヲ
引
テ
ヲ
ト
ス
事
ナ
シ
。
有
所
得
ノ
説
法
ハ
、
人
ヲ
シ
テ
生
死
ノ
業
ヲ
マ
シ
、
実
相
ノ
理
ニ
ト
ヲ
ザ
カ
ラ
〔
シ
〕
ム

ト
云
ヘ
リ
。
マ
シ
テ
布
施
ノ
希
望
ハ
名
利
ノ
為
ナ
リ
。
云
ニ
タ
ラ
ズ
。
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自
ら
の
生
活
の
た
め
に
説
法
を
し
、
諸
法
実
相
の
理
を
知
る
こ
と
な
く
、
説
法
の
際
に
現
象
界
の
有
為
法
ば
か
り
を
話
し
、
無
為
の

涅
槃
の
境
地
を
説
か
な
い
こ
と
を
邪
命
説
法
（
有
所
得
説
法
）
と
言
う
の
で
あ
っ
て
、ま
し
て
や
財
宝
や
名
誉
を
求
め
て
の
説
法
な
ど
、

言
う
ま
で
も
な
く
重
い
罪
と
な
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
先
に
見
た
信
施
無
慚
の
僧
な
ど
は
、
論
ず
る
ま
で
も
な
く
大
罪
を
犯
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

僧
侶
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
内
面
に
は
智
恵
な
く
、
む
し
ろ
「
一
生
の
財
」
に
執
着
し
て
い
る
。『
雑
談
集
』
に
、

　

又
愚
人
の
云
く
、智
者
と
云
ど
も
腹
を
立
て
財
を
貪
ぼ
る
心
あ
り
。寒
き
時
は
衣
を
求
め
、飢
た
る
時
は
食
を
願
ふ
。貪
欲
の
心
、

在
家
の
愚
人
に
少
し
も
替
り
目
無
し
と
云
へ
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
見
た
目
は
僧
侶
（
智
者
）
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
て
も
、
腹
を
立
て
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
世
財
（
一
生
の
財
）
を
欲

し
が
る
心
を
持
っ
て
い
る
。
衣
食
な
ど
を
貪
る
心
は
、
愚
人
と
少
し
も
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。
こ
の
愚
人
の
問
い

に
対
し
て
、「
智
者
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

然
る
に
智
者
に
二
つ
の
品
あ
り
。
一
に
は
本
よ
り
無
道
心
の
者
の
名
聞
利
養
を
宗
と
し
て
、
今
生
一
期
栄
ん
為
在
家
愚
痴
の

族
を
誑
惑
し
、
財
宝
を
貪
ら
ん
が
為
に
仏
法
を
習
、
要
文
を
誦
連
て
智
者
の
名
を
施
し
、
不
浄
説
法
を
能
と
し
て
布
施
を
望

み
、
世
を
諛
ひ
、
自
ら
福
報
を
祈
て
、
難
行
苦
行
し
て
本
尊
に
祈
請
し
、
阿
練
若
に
独
住
し
て
賢
善
聖
人
の
相
を
示
せ
共
、
内

穢
虚
仮
不
真
実
の
行
、
本
性
大
欲
心
に
、
同
故
に
、
腹
を
立
、
財
を
貪
る
心
、
在
家
の
愚
人
よ
り
も
愚
か
な
り
と
す
。
清
浄
の

仏
法
を
垢
し
、
世
俗
の
不
浄
と
成
す
が
故
に
、
愚
人
よ
り
も
過
た
り
。
二
に
は
本
性
柔
軟
に
し
て
慈
悲
も
深
く
、
道
念
も
あ
る

族
、
生
死
の
一
大
事
を
歎
き
、
仏
道
に
進
み
、
知
識
を
訪
ひ
、
仏
教
に
隨
順
し
、
仏
の
制
戒
を
守
が
故
に
、
自
ら
損
し
他
を
損

し
、
今
生
を
損
し
後
世
を
損
る
事
、
不
可
有
。
知
識
百
化
と
て
、
智
者
の
瞋
恚
は
極
悪
の
族
心
を
恣
に
し
て
、
煩
悩
の
催
に
隨
ひ
、

魔
縁
の
勤
め
に
任
て
、
業
の
上
に
業
を
重
ね
、
悪
の
上
に
悪
を
加
る
事
を
悲
で
、
彼
を
對
治
せ
ん
が
為
に
方
便
し
て
誡
を
加
る
也
。
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仏
も
降
伏
の
相
と
て
、
明
王
部
乃
至
外
部
の
天
等
の
甲
冑
を
鎧
ひ
、
弓
箭
を
帯
し
て
、
瞋
恚
の
相
を
現
し
給
へ
る
是
也
。

　

無
住
に
よ
れ
ば
、「
智
者
」（
僧
侶
）
に
は
二
種
類
の
品
が
あ
る
と
言
う
。
一
つ
は
財
宝
を
貪
る
た
め
に
仏
法
を
習
い
、
要
文
を
誦
し

て
不
浄
説
法
を
行
い
布
施
を
望
む
者
。
こ
れ
は
世
俗
の
汚
れ
を
恥
じ
る
こ
と
も
な
く
「
在
家
の
愚
人
よ
り
も
愚
か
」
で
あ
る
と
言
う
。

そ
れ
に
対
し
て
も
う
一
つ
は
、
慈
悲
心
・
求
道
心
を
持
し
、
現
世
の
無
常
を
嘆
き
、
仏
道
に
励
ん
で
智
恵
を
磨
き
、
戒
律
を
保
つ
者
。

煩
悩
の
魔
を
滅
す
る
た
め
に
、
方
便
と
し
て
怒
り
の
相
を
表
し
て
い
る
智
者
だ
と
言
う
。

　

先
の
財
施
に
執
着
す
る
信
施
無
慚
の
僧
な
ど
は
、
ま
さ
に
前
者
の
智
者
（
皮
肉
を
込
め
て
）
と
な
る
だ
ろ
う
。
俗
世
間
を
捨
て
て
出

家
し
、
衣
を
ま
と
え
ば
僧
侶
と
な
る
が
、
よ
く
よ
く
見
る
と
「
俗
世
間
の
僧
侶
」
と
「
出
世
間
の
僧
侶
」
と
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
れ

は
先
に
見
た
『
実
語
教
』
に
お
い
て
、「
財
」
に
「
一
生
の
財
」（
世
財
）
と
「
萬
代
の
財
」（
聖
財
）
が
あ
る
こ
と
と
共
通
し
て
い
る

と
言
え
よ
う
。『
実
語
教
』
冒
頭
の
「
山
」
の
比
喩
の
よ
う
に
、
僧
侶
の
姿
で
あ
る
だ
け
で
崇
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
大
事
な
こ
と
は
形
で
は
な
く
内
面
（
心
）
を
見
つ
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
僧
侶
の
智
恵
の
有
る
無
し
に
よ
っ
て
、
智
者
で

あ
る
か
愚
人
で
あ
る
か
が
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

幼
童
の
頃
か
ら
「
財
宝
」
よ
り
も
「
才
智
」
の
重
要
性
を
説
く
の
は
、
そ
れ
だ
け
こ
の
世
の
財
宝
が
甘
毒
で
あ
り
、
功
罪
が
あ
る
こ

と
に
他
な
ら
な
い
。
僧
侶
に
と
っ
て
も
「
財
」
は
必
ず
し
も
悪
し
き
も
の
で
は
な
く
、
仏
者
と
し
て
の
智
恵
を
備
え
て
い
れ
ば
妙
薬
と

も
な
る
。
本
稿
で
は
、
無
住
の
著
作
を
中
心
に
、「
僧
」
と
「
財
」
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
俗
世
間
の
財
（
一

生
の
財
）
の
み
に
執
着
す
る
僧
侶
と
、
仏
法
興
隆
の
た
め
に
方
便
と
し
て
財
（
萬
代
の
財
）
を
求
め
る
僧
侶
と
で
は
大
き
な
隔
た
り
が
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あ
り
、
同
じ
財
施
で
あ
っ
て
も
「
世
財
」
と
「
聖
財
」
と
に
分
か
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。(((

(
　

仮
に
、
民
衆
か
ら
僧
侶
に
財
が
施
さ
れ
た
時
、
そ
の
僧
侶
が
俗
世
間
に
ま
み
れ
、
仏
と
結
ば
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
せ
っ
か
く

の
浄
財
も
世
財
へ
と
変
容
し
て
し
ま
う
。内
面
に
お
い
て
仏
の
世
界
に
住
し
て
い
る
時
、僧
侶
の
説
法
が
真
の
言
葉
と
な
り
、こ
こ
に「
法

施
」（
説
法
・
説
教
・
唱
導
）
と
「
財
施
」（
衣
服
・
飲
食
・
田
宅
・
珍
宝
）
の
相
互
関
係
に
よ
る
「
無
畏
施
」
が
生
じ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
僧
侶
の
心
の
置
き
所
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
中
身
の
な
い
外
面
だ
け
の
説
法
で
あ
っ
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
こ
に

無
畏
施
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
本
稿
で
は
「
財
」
に
着
目
し
た
が
、
こ
う
し
た
内
面
の
心
の
置
き
所
へ
の
問
い
か
け
は
、
冒
頭
の
狂
言
綺
語
観
と
も
密
接
に
繋

が
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。『
沙
石
集
』
巻
五
「
哀
傷
歌
ノ
事
」
に
、

　

和
歌
ヲ
綺
語
ト
云
ヘ
ル
事
ハ
、
ヨ
シ
ナ
キ
色
フ
シ
ニ
ヨ
セ
テ
、
ム
ナ
シ
キ
ヲ
思
ツ
ゞ
ケ
、
或
ハ
染
ノ
心
ニ
ヨ
リ
テ
、
思
ワ
ヌ

事
ヲ
思
ツ
ヾ
ケ
、
或
ハ
染
ノ
心
ニ
ヨ
リ
テ
、
思
ワ
ヌ
事
ヲ
モ
云
ヘ
ル
ハ
、
實
ニ
ト
ガ
タ
ル
ベ
シ
。
離
別
哀
傷
ノ
思
切
ナ
ル
ニ
ツ

キ
テ
、
心
ノ
中
ノ
思
ヲ
、
ア
リ
ノ
マ
ヽ
ニ
云
ノ
ベ
テ
、
萬
縁
ヲ
ワ
ス
レ
テ
、
此
事
ニ
心
ス
ミ
、
思
シ
ズ
カ
ナ
レ
バ
、
道
ニ
入
ル

方
便
ナ
ル
ベ
シ
。

と
あ
り
、
俗
世
間
の
妄
執
に
と
ら
わ
れ
た
心
で
の
み
詠
じ
た
和
歌
は
空
虚
な
も
の
と
な
る
が
、
無
常
な
る
自
然
の
移
ろ
い
を
観
じ
な
が

ら
、因
果
の
理
を
超
え
て
詠
じ
た
和
歌
は
仏
道
に
入
る
方
便
と
な
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。(((

(

「
財
」に
見
る「
世
財
」と「
聖
財
」の
よ
う
に
、

仏
の
世
界
に
住
し
、
智
恵
に
よ
っ
て
心
を
澄
ま
せ
た
時
、「
狂
言
綺
語
」
が
そ
の
ま
ま
「
陀
羅
尼
」
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。(((

(

　

貧
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
出
家
し
、戒
律
を
持
し
た
無
住
で
は
あ
っ
た
が
、晩
年
は「
衣
鉢
・
道
具
之
外
、無
シC

資
財
ノ
畜

（
マ
ヽ
）B

。」と『
雑
談
集
』

に
見
え
る
よ
う
に
、
日
々
苦
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
そ
う
し
た
困
窮
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、「
近
代
ノ
明
匠
ニ
、



蓮花寺佛教研究所紀要　第三号　総合研究

12

仏
法
ノ
大
綱
聞
クA

之
、
大
果
報
也
」
と
し
て
、
今
生
に
お
い
て
仏
法
に
巡
り
会
え
た
幸
せ
を
述
懐
し
て
い
る
の
は
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
聖
財
を
友
と
し
た
無
住
だ
か
ら
こ
そ
の
真
心
の
発
露
と
言
え
よ
う
。

注 （
１
）
引
用
は
、
渡
邊
綱
也
校
注 

日
本
古
典
文
学
大
系
『
沙
石
集
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
五
月
）
に
拠
る
。

（
２
）
も
と
よ
り
「
仏
教
」
と
「
経
済
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
複
雑
な
も
の
が
あ
り
、あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
本
稿
は
、

中
世
の
僧
侶
が
記
し
た
説
話
集
か
ら
の
検
討
と
い
う
、
さ
さ
や
か
な
試
み
で
あ
る
。

（
３
）
引
用
は
、『
続
群
書
類
従
』
第
三
十
二
輯
下
（
雑
部
）
所
収
の
も
の
に
拠
る
。

（
４
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
十
三
巻
所
収
の
も
の
に
拠
る
。
な
お
、こ
の
文
言
は
、『
栄
花
物
語
』『
太
平
記
』
等
の
古
典
文
学
作
品
に
も
語
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
宥
快
（
一
三
五
四
～
一
四
一
六
）
撰
と
さ
れ
る
『
大
日
経
疏
鈔
』
に
お
い
て
も
「
當
念
財
物 

文 

是
対
治
ノ
相
ヲ
委
釈
ス
ル
也
。
太
賢
釈
云
。

為
身
求
財
集
ム
悪
行
ヲ
。
財
ハ
隨
テ
命
ニ
捨
シ
悪
業
隨 

文 

経
ニ
云
。
妻
子
珍
宝
及
王
位
。
臨
命
終
時
不
隨
著
等 

文 

此
等
意
也
」
と
見
え
る
。
こ

こ
で
は
「
太
賢
釋
云
」
と
し
て
、
財
は
命
終
と
と
も
に
消
え
失
せ
る
が
、
自
身
の
為
の
財
宝
に
執
着
す
る
悪
行
（
悪
業
）
は
来
世
ま
で
も
付
き
従

っ
て
行
く
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

（
５
）
引
用
は
、『
続
群
書
類
従
』
第
三
十
二
輯
下
（
雑
部
）
所
収
の
も
の
に
拠
る
。

（
６
）
本
史
料
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
以
下
の
論
考
を
試
み
た
。
拙
稿
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』
を
め
ぐ
っ
て
」（「
佛

教
文
学
」
第
三
十
一
号
、平
成
十
九
年
三
月
）、同
「
幼
童
の
稽
古
―
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』
に
み
る
文
学
書
・

付
影
印
―
」（「
智
山
学
報
」
第
五
十
六
輯
、
平
成
十
九
年
三
月
）。
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（
７
）
引
用
は
、
山
田
昭
全
・
三
木
紀
人
編
『
雑
談
集
』（
三
弥
井
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
）
に
拠
る
。

（
８
）
引
用
は
、
宮
坂
宥
勝
校
注 

日
本
古
典
文
学
大
系
『
仮
名
法
語
集
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
九
年
八
月
）
所
収
の
も
の
に
拠
る
。
な
お
『
妻
鏡
』

に
つ
い
て
は
、
渡
邉
信
和
氏
に
よ
っ
て
「『
妻
鏡
』
は
無
住
道
暁
の
著
述
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
無
住
道
暁
に
非
常
に
近
い
人
物
、
長
母
寺

か
桑
名
の
蓮
華
寺
に
お
け
る
無
住
道
暁
の
弟
子
、無
住
道
暁
と
交
流
の
あ
っ
た
親
し
い
人
物
の
著
述
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
説
か
れ
て
い
る
（
渡

邉
信
和
「『
妻
鏡
』
の
著
者
に
つ
い
て
の
私
見
―
無
住
道
暁
の
説
話
採
録
の
方
法
か
ら
見
た
―
」「
東
海
仏
教
」
二
十
五
号
、昭
和
五
十
五
年
五
月
）。

（
９
）
例
え
ば
、
和
歌
の
詞
書
か
ら
「
布
施
」
の
用
例
を
抜
き
出
せ
ば
、「
手
箱
」「
念
珠
」「
鏡
」「
装
束
」「
硯
」
等
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

・「
手
箱
を
布
施
に
し
た
り
け
る
を
」（『
金
葉
集
』
六
〇
一
）

　
　

・「
女
郎
花
の
枝
に
菩
提
子
の
念
珠
を
か
け
て
布
施
に
た
ま
は
す
」（『
続
古
今
集
』
八
〇
七
）

　
　

・「
講
師
中
納
言
律
師
た
ふ
と
く
し
け
れ
ば
に
は
か
に
お
ほ
き
な
る
鏡
を
加
布
施
に
し
け
る
に
」（『
散
木
奇
歌
集
』
一
四
一
六
）

　
　

・「
僧
の
布
施
に
わ
ら
は
べ
の
さ
う
ぞ
く
を
し
て
ま
ゐ
ら
す
る
に
」（『
頼
政
集
』
六
〇
七
）

　
　

・「
亡
者
の
小
手
箱
を
布
施
に
し
け
る
に
」（『
明
日
香
井
集
』
一
六
二
〇
）

　
　

・「
知
恩
寺
に
て
霜
月
六
日
、
重
衡
中
将
法
然
上
人
へ
受
戒
の
布
施
の
松
陰
と
云
ふ
硯
を
見
て
」（『
逍
遊
集
』
二
六
八
三
）

（
10
）
小
島
孝
之
氏
に
よ
る
「『
沙
石
集
』
の
説
話
と
そ
の
社
会
的
背
景
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
沙
石
集
』
小
学
館
、
平
成
十
三
年
七
月
）
に
お

い
て
、「『
沙
石
集
』
の
中
で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
の
一
つ
に
信
施
の
問
題
が
あ
る
。
即
ち
、
ろ
く
に
信
仰
心
も
な
い
僧
が
、
い

い
加
減
な
説
経
を
し
て
信
者
の
布
施
を
得
る
の
は
、
有
所
得
の
説
法
で
あ
っ
て
堕
地
獄
の
罪
に
当
る
と
い
う
発
言
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。」
と
説
か
れ
て
い
る
。

（
11
）
無
住
の
学
問
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
１
）
書
「
解
説
」
に
お
い
て
、「
無
住
の
学
識
の
中
心
を
な
す
も
の
は
、
宗
鏡
録
・
大
智
度
論
・
摩
訶
止

観
あ
た
り
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。」
と
説
か
れ
て
い
る
。
無
住
の
財
に
対
す
る
意
識
を
含
め
て
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
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ろ
う
。

（
12
）
同
様
の
言
葉
は
、『
沙
石
集
』
巻
五
「
学
生
ノ
歌
好
ミ
タ
ル
事
」
に
も
、「
凡
狂
言
綺
語
ニ
、和
歌
ヲ
入
ル
ヽ
事
ハ
、染
歌
ト
云
テ
、愛
情
ニ
ヒ
カ
レ
テ
、

ヨ
シ
ナ
キ
色
ニ
ソ
ミ
、空
ノ
詞
ノ
カ
ザ
ル
故
也
。
聖
教
ノ
理
ヲ
モ
ノ
ベ
、無
常
ノ
心
ヲ
モ
連
テ
、世
縁
俗
念
ヲ
ウ
ス
ク
シ
、名
利
情
執
ヲ
モ
ワ
ス
レ
、

風
葉
ヲ
ミ
テ
、
世
上
ノ
ア
ダ
ナ
ル
事
ヲ
シ
リ
、
雪
月
ヲ
詠
ジ
テ
、
心
中
ノ
潔
理
ヲ
モ
サ
ト
ラ
バ
、
仏
道
ニ
入
媒
チ
、
法
門
ヲ
サ
ト
ル
タ
ヨ
リ
ナ
ル

ベ
シ
。」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
13
）『
沙
石
集
』巻
五「
和
歌
ノ
道
フ
カ
キ
理
ア
ル
事
」に
、「
和
歌
ノ
一
道
ヲ
思
ト
ク〔
ニ
〕、散
乱
麁
動
ノ
心
ヲ
ヤ
メ
、寂
然
静
閑
ナ
ル
徳
ア
リ
。
又
言
ス〔
ク
〕

ナ
ク
シ
テ
、
心
ヲ
フ
ク
メ
リ
。
惣
持
ノ
義
ア
ル
ベ
シ
。
惣
持
ト
云
ハ
、
即
陀
羅
尼
ナ
リ
。」
と
見
え
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　 

無
住
、
財
施
と
法
施
、
世
財
（
一
生
の
財
）
と
聖
財
（
萬
代
の
財
）、
智
恵

　


